
 

 

 

 

令和４年（２０２２年）  2 月号 

吹田市立山田中学校  ＮＯ．９ 

早いもので2 月になりました。厳しい寒さが続いていますが２月は立春の季節。 

少しずつですが、季節は春に近づいています。皆さんに素敵な春が訪れますように☆ 

体調管理にはどうぞ気を付けて、1 日1 日を大切にお過ごしください。 

図書室の貸し出しも終了のお知らせをする時期になってきました。 

疲れた時や息抜きをしたい時に読書はいかがでしょうか。 

いつでもあなたのそばに本を。ぜひ図書室をご利用ください。 

『春へつづく』加藤千恵 913 

 卒業式の朝だけ、願い事を叶えてくれる「あかず

の教室」の扉がひらく。その時、私は何を願うんだ

ろう-。不思議なジンクスが伝わる中学校を舞台に繰

り広げられる切なくて温かい8つの物語。 

『そして、バトンは渡された』瀬尾まいこ 913 

 血の繫がらない親の間をリレーされ、4 回も名字

が変わった森宮優子 17 歳。父親が 3 人、母親が 2

人。だけどいつでも両親を愛し、愛されていた。 

身近な人が愛おしくなる優しい物語。  

 

『大人になる前に身につけてほしいこと』 

坂東眞理子 159    心の持ち方ひとつで

その後の人生が変わることがあります。 友だち

付き合いのルール、素敵な大人になる秘訣、自分を

守る知恵、学びの習慣。大切なあなたに、若いうち

から身につけておいたほうがいい知恵、素敵な人

生を送る５０のヒントを伝えます。 

貸し出し終了についてのお知らせ 

１・２年生  ⇒３月 ４ 日（金）まで貸し出し 

借りた本は３月１０日（木）迄にすべて返却 

 

３年生  ⇒２月２５日（金）まで貸し出し 

借りた本は３月 ４日（金）迄にすべて返却 

 

借りたままの本を持っている人も必ず返却しに 

来てください。皆様のご協力をお願い致します。 

『サクラ咲く』辻村深月 913 

 中学 1年生の塚原マチは図書室で、丁寧な 

文字で書かれた便箋が挟まれている本を見つけ

る。いったい誰がこれを？やがて始まった顔の

見えない相手との便箋越しの交流。 

いつしかマチは胸に抱えた痛みや素直な想いを

綴るようになり、二人の距離は縮まっていく。 

♪図書室に置いている本を紹介します♪ 

（ここに紹介した本はカウンター横に置いています！） 

『伝わる！修造トーク』松岡修造 361 

人前で話すのが苦手、極度の緊張屋、言葉足らずで思いがうまく伝わ

らない…すべてに当てはまっていたという著者。 

自身が試行錯誤しながら身につけた「話し方・聞き方」の工夫を伝授。 

この本をきっかけに、人とのコミュニケーションをスムーズで楽しいも

のにしてみよう！読むと元気が出てきて、前向きな気持ちになれる一冊。 

 

『置かれた場所で咲きなさい』渡辺和子 198 

置かれたところこそが、今のあなたの居場所なのです。 

「こんなはずじゃなかった」と思うことが、次から次に出てきます。

そんな時にも、その状況の中で「咲く」努力をしてほしいのです。 

どうしても咲けない時もあります。雨風が強いとき、日照り続きで咲

けない日、そんな時には無理に咲かなくてもいい。 

その代わりに、根を下へ下へと降ろして根を張りましょう。 

次に咲く花が、より大きく美しいものとなるために。 

読む人の心に和らぎをあたえてくれる本。 

『あっ！命の授業』ゴルゴ松本 159 

 後輩芸人たちに漢字や歴史の話をしながら、日本の凄さを探求する

「ゴルゴ塾」。心を変える言葉の授業を書籍化。感動のメッセージや楽

しく生きるためのヒントが満載です。「吐」という漢字の－（マイナス）

部分を取り除いたら叶。口から－の言葉を消していくと夢が叶います。

今日からプラスの言葉をたくさん口にしてみませんか？ 

 

 

『クラスメイツ』森絵都 913 

-中学生になったら、変わりたいって思って

た-。1 年Ａ組 24 人のクラスメイトたちそ

れぞれを主人公に、1年間を通して変化して

いく関係や積み重なる思いを描く中学生群

像ストーリー。 

『人生を変える断捨離』やましたひでこ 159 

出す・入れるの正しい循環が行われないと、モノ

があふれてしまい、住まいも心も人生も容量オーバ

ーになってしまいます。要・不要を見極める力を身

につけて住まいや空間、人生を好循環させましょう。

家で過ごす時間が増えた今が始めるチャンス！？ 

 

この 1 年間で、自分が図書室で 

借りた本のリストが欲しい人は 

読書支援者までお気軽にお声掛け 

下さいね！リスト、お渡しします☆彡 

 

 

『エール』はやみねかおる他 913 

がんばっている君にエールを! 

 5 人の作家による、読むと元気になる 

アンソロジー集。 


